
長野県駅（仮称）工事工程

土構造区間（駅西部） 橋りょう区間高架橋区間（駅中央部） 高架橋区間（駅東部）

工事期間
埋蔵文化財調査

２０２３
(令和５
年度)

２０２４
(令和６年度)

２０２５
(令和７年度)

２０２６
(令和８年度)

２０２７
(令和９年度)

２０２８
(令和１０年度)

２０２９
(令和１１年度)

２０３０
(令和１２年度)

２０３１
(令和１３年度)

高架橋区間
(駅東部)

橋りょう区間
(土曽川橋りょう)

高架橋区間
（駅中央部）

土構造区間
（駅西部）

※新戸川付替え含む

土曽川国道
１５３号

県道市場
桜町線

新戸川
(付替後)

３３号線
(付替後)

※工事工程については、今後の協議、埋蔵文化財調査、施工進捗等により変更となる場合があります。

配布資料23 3.施工概要
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● 五郎田橋

N

月別日平均の最大台数（往復）

約370台/日

台数計測位置

運行計画

※「月別日平均」とは、月延総台数を１月当たりの工事稼働日数で割り戻した数値です。
※１日あたりの最大運行台数は、コンクリート打設の日に約650台/日（往復）を想定しています。
※風越山トンネル（上郷）の本坑工事等に伴う車両台数は現在検討中のため、含まれておりません。
※工事用車両の運行ルートは、今後の協議等により変更する場合があります。

配布資料24

既存河川等

既存道路

工事用道路

仮囲い

工事施工ヤード

門扉等

4.工事用車両の
運行計画・安全対策
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➊

右折入場を禁止

高屋

城東東

別府

座光寺共和

座光寺宮の前 座光寺

右折入場を禁止

➋
N

北から来た車両は、ヤードへ左折入場するため、
信号のある交差点を利用して旋回

➋

➊

南から来た車両は、ヤードへ左折入場する
ため、信号のある交差点を利用して旋回

※コンクリート打設の日や工事で使用する重機を特殊車両で運搬する日は、早朝や夜間に運行する
場合があります。

３

■国道153号の交通渋滞を抑制する運行計画

現場入口

３

台数計測位置

４

４

運行計画配布資料25 4.工事用車両の
運行計画・安全対策
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運行計画

国道153号（台数計測位置）における工事用車両の半期毎の月別日平均の最大台数（往復）

台数（台/日（往復））

※１日あたりの最大運行台数は、コンクリート打設の日に約650台/日（往復）を想定しています。
※計画上の台数であり、施工の進捗状況等により運行台数が変更となる場合があります。

長野県駅（仮称）

風越山トンネル（上郷）

0

40

160

80

120

200

240

280

400

320

360

今後風越山トンネル（上郷）の本坑工事開始に伴い、
車両台数が増加いたします。

上期下期

R6

上期下期

R7

上期下期

R8

上期下期

R9

上期下期

R10

上期下期

R11

上期下期

R12

上期下期

R13

130
160

240

160

220

50 70 80 80
140

310
370

310
290

24060
80

160

160
80

80

310

80 80

240

年度

配布資料26 4.工事用車両の
運行計画・安全対策

２０２４ ２０２５ ２０２６ ２０２７ ２０２８ ２０２９ ２０３０ ２０３１

370 370 370
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運行経路及び運行台数

飯田ＩＣ

N

※先行着手工事の発生土の一部は堰下ガイドウェイヤードへ運搬しております。

※現時点の計画であり、今後変更となる可能性があります。

発生土運搬車両の運行ルート

・長野県駅工区での掘削等に伴う発生土は、飯田インターから中央自動車道を利用し、飯田、
下伊那の発生土活用先に運搬します。

発生土運搬計画

月別日平均の最大台数
約160台/日（往復）

配布資料27 4.工事用車両の
運行計画・安全対策

29



地元の皆様に対する交通安全対策は、最優先課題として実施して

まいります。

１．作業員に対する交通安全教育の徹底

・制限速度の厳守、一般車両優先の徹底

・歩行者等への配慮、一旦停止の確実な履行

２．安全対策

・安全看板の設置

・交通誘導員の配置

・運行管理システムの配備

・安全運転の徹底

３．工事用車両の明示

安全対策配布資料28 4.工事用車両の
運行計画・安全対策
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